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海 成 段 丘 面 上 の 活 断 層*

- 丹生山地西縁および佐渡ヶ島の例

太 田 陽 子
米 米

は じめ に :

筆者はこの数年来 おもに東北日本 の日本海岸および西南日本外背において旧汀線の変位から第

四紀後期の地殻変動の量や様式.その推移をどを研究しできたoそして,地域ととに固有を量をも

つ波長 20- 30Kmの曲動が段丘形成期を通 して継続していること.東北 日本ではそれが地質構造

や地形の概形か ら知られる新第三紀以降の地殻変動 と調和した もので奉ることを述べてきた (太田.

1968, 1969)oそれらの研究の過程で,海成段丘は活神曲や活断層の ようを,｣､波長の変動

によって変形されてV,ることも多いのを知ったo活断層についてみるとそのおもたものの分布は,

第四紀地殻変動図 (第四紀地殻変動研究 クループ, 1968)の一部 として公にされているが,そ

の中に記載されていをh活断層 もかな り存在し,段丘地形を複雑に変化 させていると思われる.以

下にその例として丹生山地西縁および佐渡が島の場合を説明し,問題点を述べることにする.

丹生山地西縁

福井県の鼻琶山地西雛 は数段の海成段丘がみられる.その中, もっとも連続の よV}のは,海岸

線にす ぐ接して分布する旧汀線高度 10m以下の,沖積低地に連続する段丘面と, その上位rL顕著

を段丘 崖を-だてて分布する幅 300- 500mの段丘である.後者は九頭竜川南岸の浜坂付近か
かナ1レゝざき

ら南西に続き,越前岬を経て干飯崎まで続き, そこから北西-南東方向の断層海岸 と在って段丘は

･ この′｣､論を松井勇先生に献呈いたします.
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消滅するo この段丘は,起伏のある谷地形を埋める厚さ数-}÷ トルか ら十数 メート}t,の砂層希い

Lは円磯まじりの砂層からそる所があり,大山中部火山灰 (三浦はわ 1967)におおわれでお

り,関東の下末書面に対比 されると思われ,以下でSl面 とよぶ. S.面の旧汀線高度は越前岬付近の

約 120mを最高としてその南北両側に向って低 く走 り,i倍Bでは約30m,,南端で約65mと,高

度差が非常に大きい｡ Sl面の開析慶は構成岩石に応じて著しく異走り.安山岩,流紋岩濠どからを

る所では,新第三系の砂岩,頁岩

をどからをる地域 とくらべてはる

かに段丘面の保存状態がよい｡せ

た後者では崩壊地形が多く,段丘

を不明瞭にしていることが多い (

太田ほか,1971)o亀面と低

位の完折世段丘との間には部分的

VC高度約50-60mの海成段丘

(S2面)がみられる｡

本地城の鮎川町から小丹生町村

近の段丘面上には,鞍部や水系の

直線的な配列,それらに沿う高ま

り,直線的貴急崖などで示される

1)エアメソトが空中写真判 読から

見出される.そのおもをものを第

1図 (1/ 25,000地形図,鮎

Jt匝 よび越前蒲生図幅参照 )に示

すo これらの 1)ニ7メソトVCつVl

ての調査結果のあらましを以下に

述べる｡

第 1図A ･ここでは,旧汀線高

度 68mのS2面の両側に, N25C

E方向の急崖がある｡その比高は

15mで, これを境に海側の方が

高く, 85mの独標のある平坦夜

1: 断層

2: 推定 断 層

段丘面上の 数 字 は 旧 汀 線 高 度 実 測 値 (単 位 m )

(89.- 9 4 m は Sl面 6 1- 6 7 m は そ の 下 位 の S2面 )
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高ま りと怒るo この高せ りのほぼ中央部を通る谷 も, 図に示す ように白浜町-連をる短かh リニア

メン トを示す｡

第 1図 B.A地点で述べた比高 15mの急崖は南西にのぴでN550 Eの方向をもって白浜町南

方の海岸膏で続 く｡ この崖を境に海側の方が南東側の段丘面 よb高く,せたこの崖に沿って直線状

の谷地形がみられるo崖の比高はBの文字の付近で 12m (ここで比高とは高ま りと谷底との高度

差では青 くで,高ず りの頂きと谷を-だてた平坦を段丘面 との比高をさすo以下で も同様 )である

が南西に向って比高を減じるo崖の西側の高まりは,平坦で,旧汀線高度66mの S2面を構成する

堆積物 とよく似た径 2- 3cmの非常に水盤 された円磯を含む砂層から方り,東側の段丘面とかって

連続 していたとみそされるO この地域ではまだ断層の露頭を確認していをいが,上に述べた地形の

状態から, この崖を S2両形成後の断層運動に よって生 じた断層崖とみることができる.夜か, この

東側の, 66mと94mの文字をつ らわる南北方向の急崖 とその北方延長の谷 も構造的を原因によ

る可能性が奉るが,単走る段丘崖とも考え られ,まだその成因がは っきりしたいので図示 しそかっ

た0

第 1区は.′J＼丹生町南西の S2匝1もA, Bとよく似た変形を示す.す表わち, S2面の西側VCはN350

E方向の直線状 急崖があ D, それに沿って北東 と南西の両方向へ向う2本 の谷がある｡崖の比

高は北部 (55mの独標付近 )で 13mでをるが南西に向って′｣＼さくをり, 50mの閉曲線の中の

もっとも北側の付近で 7mとをるoこの崖の西側の高ま りは,地形図でみるよりははるかに平坦T,

Bと同様に,東側の段丘面の構造層とよ(似た水密された円傑か らをっている｡ したがってこの崖

もS面 形成後の断層に基づ くものと考えられるo この崖の東側に, これ とほほ平行に一連の水系か

らをるリニアメントが蒙り, やは b断層運動 による可能性があるo

鮎川町北方のほぼ南北方向の リニアメン トも, A-Cとよく似ているo以上 のように,丹生山地

西線の段丘面上にはほぼ平行に走る1)エアメントの列が あり, その多 (は断層に基づくものと考え

られ るo何れ もこの地域の主要を地質梅島 をhLは地形の概形と平行 L, 段丘面の海側の部分を相

対的に上昇させてお り,その垂直変位量は15mに達する｡ これ らの リニアメソトは, 沖積面を横

切 る所でははっきbしていをい.｢また横ずれ変位 も認め られ青い.

佐 渡 が 島

佐渡が島は, わが国で もとくに海成段丘がみごとに発達する地域の一つで蒙って,国中平野で-

だてられる大佐渡.′J､佐渡にはともに 5段またはそれ以上の海成段丘が広 く連続するo大佐渡の海

成段丘は中央部で最大高度を示 し,南北両端に向って低 (怒る.その傾向は新 旧の段丘を通 して共
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通であるが古い面ほど高度差が大きく,第匹l紀後半を通じて島の概形を成長させる曲隆が続いたこ

とを示す (太 田, 1964)｡ このようを傾向は′｣､佐渡で も同 じで奉る(たとえば大佐渡のSl面の

高度は70- 130m,その上位の面の高度差は 90- 160で奉る.′｣＼佐渡ではそれぞれ 40-

105m, 60- 150mとをる )o佐渡が島には, この よう出 目汀線の高度分布か ら知 られる波

長の大きい変動の他に.段丘面を変位 させる活段層 もあるoその一つは第 2図に示した もので (1

0 1km

第 2図 大佐渡ih,部小田付近の海成段丘をきる断層

A 段丘上の断層 Od,｣､田

B 基盤をきる断層の露頭 Ak赤嘩

o 旧汀線 On小野見

D Lq段丘とその等高線

(10mおき,′｣､さい谷を簸積Lである )

E 完新世段丘

/ 25,000地形圏 ′J､田,北田野浦図

幅参照 ),′J＼田から/J､野見VCかけてSL面

(旧汀線高度は約 130m)上に延長2

km余にわたってN400Eの方向に連 を

る 7)ニアメントがある｡ この線に沿って

旧汀線とほぼ平行する谷 が入 っていて段

丘面はこの部分で異常にくびれた形を示

すCせたこの線の北西側払 南東よbもや

や高 (そる. この線上の 2か所に基盤岩

石をきるこの線と平行を走行をもつ断層

がある (太 田,1964)ので, この 1)

ニ7メントは高度差は小さいが断層運動

にもとづ くもの と考えられ る｡夜お, こ

の地域の北東方の関付近には,段丘面の

内縁付近およびその背後q)山地にN450

- 500荘方向の 3本の リニアメン トがあ

り,何れも断層による可能性が大きい.

しかし, ある特定の段丘面をきるという

事実がたいので断層の時期を判定 しにく

いので図示していをV).

第 3図は, 空中写真の判読から見出したより規模eI)大 きい活断層で参る (1/ 25,000地形図,

河原田,畑野図幅参照 )o この図の範囲は,国中平野の南西端VC当 り,′｣､倉川から真野湾沿岸にわ

たる地域の一部で,この付近には旧汀線高度約90mの段丘と,その下位の旧汀線高度約 6CImの

広い段丘とがをるo後者は小佐渡地域を通 じてもっともよく連続する幅の広い保存の よい段丘で,

sl面に対比されると考えられる｡ この広いSl面上の旧汀線から500m内外離れたところにN45
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-500E方向の

南東おちの直線的

を急崖があり,そ

の長さは 4Km余 り

に達す る (第 3図

に示 した範囲の両

端に続いている )o

この度を境 にして

もとの押合に当る

方が, もとの海岸

線付近 よりも高 く

をってお り, 高ま

りの部分の段丘面

はずるくふ (らん

だ形を呈 し,かな

り急夜傾斜で北西

側にたわみ下り,

第 3図の点線付近

第 3図

小佐渡 (国中平野南西端 )の海成段丘をきる断層

Lq段丘の等高線は, 段丘面上rL)浅い谷を埋 めて

かいた もe)｡段丘面内召,妙 相レ磯 線は旧汀線位置

で本来の勾配の段丘面にそるoこの直線状の崖は,波長の′｣､さい波状変形に伴希 う断層崖と思われ

るがまだ断層の露頭を確認 していをい.崖の比高は国分寺付近が貴大で約 15kmであるO この崖は,

佐渡地域の主賓貴地賀構造の一部ををす国中地溝帯の方向と平行 している.沖積面での変位は認め

難 く. また横ずれ変位 も認め られ安い｡

そ の 他

その他, 海成段丘を変位 させる断層の例は沢山蒙り. 未報告q)おもをものは能代平野 (1/ 50.

000地形図能代図幅, 田中-高野平野付近 ),能登半島 (1/ 25,000地形図･,珠洲岬 図晦

旗煙から横山付近 山伏山北境その他 固前波図 偏,大=町西方から沖波付近その他 )をどで矛･るo

何れ も上にのべた丹生山地西観 佐渡が島の場合 とよく似た変形 を示すo くわ しいことは別の機会

に公表の予定で奉る｡
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ま と め

段丘面を変位させている活断層について, 上述の記載から以下の ことがせ とめられる.

い 活断層の走向はつねにその地域の地質構造や櫛形の概形 とほぼ平行してお り, せた 一つの地

.域 で活断層が数本平行することもあるo 旧汀線変位からみた より波長の大きい曲動 と同種に 活

断層 も従来の構造 をうけつぎ,それを発展させてゆく方向の変位を示しでいる｡

21 品面形成後の垂直変位量はどの地域で も似ていて ほぼ 15mせ舟はそれ以下で矛･るoずた,

上にあげた例は,図示 しそかった諸例をも含めて, すべて海岸側が相対的('E上昇 しているC これ

札 上にのべた地域における新 しい断層の特性貴のれ または海岸側が上昇している場合の方が

識別 しやすいためのみかけ上の現象であるのかせだわから希い｡今後の検討が必要で奉るOずた

上昇 した側では′J､波長のたわみを伴をっていることが多レ袖 断層の正 ･逆につV,てはぜだわかっ

てい食い0

31 断層の変位の進行の仕方を示す資料はIgだ得 られていをい｡少杏(とも沖積面では これをきる

断層を認めがたいO しかし, これ も変位量がごく′J､さいためにみのがしている可能性 も参り, 沖

積面の変位については今後の調査にずらたい0

4) 断層の長さは 2KTn前後の ものが多 く, 最大で約 4Kmで奉る｡
1

51 上述の断層は何れ も垂直変位のみを示 し,水平ずれは認められ貴いO横ずれ活断層が多い中部 ･

西南El本 との比較 も今後の問題 とをろう｡
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